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１．はじめに 

 主要地方道泉・塩釜線は東北本線東京起点

365k346m付近で鉄道と交差している（塩釜街道Bv）．

しかし，道路幅員が狭いため歩道がなく，歩行者用

の架道橋の整備を宮城県が計画し，当社が線路下函

体及び隣接する土留め擁壁を受託し工事を進めてい

る．本稿では，当社が施工する線路下函体に隣接す

る土留擁壁構造の計画及び選定結果について報告す

る． 

図 1 位置平面図 

２．計画概要  

 当社施行範囲の構造物の諸元ついて表 1 に示す．

なお，線路下函体（ボックスカルバート）は，鉄道

直下の函体の構築において実績のあるＪＥＳ工法 1）

とし，アプローチ擁壁は鉄筋コンクリート構造の土

留め擁壁とした． 

表 1 各種諸元 

項　目 内　容

構造 函体+擁壁（東西2箇所）

全長 35.85m（内、函体延長：23.6m）

構造形式
（函体部）

ボックスカルバート1層1径間箱型鋼管コンクリート構造

内空断面 2.5m（幅）×2.9m（高さ）
土かぶり 3.852ｍ（下り線直下）
横断勾配 i＝2.0%（片勾配）

縦断勾配
函体内　I＝1.8％（片勾配）
擁壁（西側）　Ｉ＝2.45％（片勾配）
擁壁（東側）　Ｉ＝0.5％（片勾配）

図 2 函体等横断図 

図 3 函体断面図 

３．施工ステップ（当初）について  

当初計画における施工ステップを以下に示す． 

① 仮土留め設置（親杭式） 

② 盛土撤去（発進・到達ヤードの整備） 

図 4 施工ステップ（その 1） 

③ 線路下函体（ボックスカルバート）構築

④ 坑門 構築

⑤ 土留擁壁（Ｕ型） 構築

⑥ 盛土復旧

図 5 施工ステップ（その 2） 
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４．土留擁壁構造と課題 

4.1 土留擁壁の設計（当初） 

当初，架道橋両アプローチ区間の土留擁壁構造に

関しては，擁壁の左右（軌道方向）に鉄道盛土があ

る区間に設置するため，施工時に撤去した盛土を再

構築し，土留擁壁はＵ型擁壁で計画していた（図 6）． 

図 6 Ｕ型擁壁断面図 

4.2 Ｕ型擁壁の構造上の課題 

当初計画していたＵ型擁壁は，構造上において以

下 2点の課題があった． 

① 施工性 

盛土を再構築する際に，現車道脇の狭隘な場所

で狭い面積の盛土を造成（図 5）となり，敷き慣

らしと転圧を繰り返すため施工性が悪い．  

② 函体内部の視認性（安全性） 

両側に擁壁があることで，外から函体内部への

視認性が悪い． 

５．新たな擁壁構造の検討

 5.1 Ｕ型擁壁に変わる擁壁構造 

4.2 で論述したＵ型擁壁の課題を解消した構造と 

するために，片側からのみの土圧を支持する擁壁の

構造として，J型擁壁を代案とした．これにより，既

設架道橋側の盛土復旧を省略でき，函体内部の視認

性もＵ型擁壁より確保することが可能となった．し

かし，盛土復旧を省略することで，軌道直角方向の

荷重を支持する設備を新たに検討する必要が生じた．  

Ｊ型擁壁の設計に際しては，左右の擁壁高さの違

いに伴い、異なる土圧が生じる．そのため，擁壁の

底部の支持地盤を物性値γt=18kN/m
3，c=6kN/m2，φ

=45 度（土質 1）2）に置換することで、水平支持の照

査を満足することを確認した（γi・Ｈd/Ｒhd≦1.0）. 

表 2 Ｕ型・Ｊ型擁壁について 
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5.2 検討結果 

 Ｕ型擁壁とＪ型擁壁の構造の比較は，コスト，施

工性，安全性の３点で比較した（表 3）．この結果，

Ｊ型擁壁を採用することとした． 

表 3 擁壁構造の比較表 

擁壁構造 評価

Ｕ
型
擁
壁

・コスト
⇒盛土の再整備（施工性×）

△

・施工性
⇒盛土造成時に、狭隘部での施工となる。

×

・安全性
⇒函体内の視認性が悪い

△

最終評価 △

Ｊ
型
擁
壁

・コスト
⇒ウイング擁壁構築

○

・施工性

⇒ウイング擁壁の手前を作業ヤードとし
て使用できる。

△

・安全性
⇒函体内の視認性を確保できる。

○

最終評価 ○

盛土部
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６．おわりに  

 今回の擁壁構造の検討においては，協定先とも連

携し，コストや安全性・施工性などを勘案して合理

的な構造を決定することができた．なお本架道橋は，

平成 29 年 4 月の受託施工部分完了を予定している，

今後も，安全に留意して工事を着実に進めていく所

存である． 
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